
2-2 各基本方向の達成状況

0 「基本方向1 森の緑地環、緑の腕、博多湾水際帯を守り、つなぎます」については、市民との協働

による鴻巣山における緑地保金活動など、海や山などの自然をより身近に感じられるような取組みによ

り、特に「山林の緑が豊かであると感じている市民の割合」が大きく増加するなど、概ね達成できた。

山すそから海辺まで緑の水脈と緑のみちで結びます」については、室見川緑地や那珂

川緑地の整備などにより、特に「河川の水辺の緑が墨かであると感じている市民の割合」が大きく増加

するなど、概ね達成できた。

「基本方向3 九州・アジア新時代の交流拠点にふさわしい個性と風格を、緑と歴史でつくります」

については、都心部のおもてなし花埋の取り組みや天神ビッグバン、博多コネクティッドによる緑化

の誘導などにより、特に「都心部の緑が豊かであると感じている市民の割合」が大きく増加するなど、

゜
「基沐方向2

゜
t既ね達成できた。

「基本方向4 心を癒し身近な生活に潤いをもたらす緑をつくります」については、公圏再整備車業

やコミュニデイパーク車業などの取組みにより、特に「身近なところに公圃があると感じている市民の

〇

〇

割合」が大きく増加するなどして、達成できた。

「基本方向5 福岡県西方沖地震等を教訓に、安全・ 安心を支える緑をつくります」については、広

域避難場所となる大規模公園や地区避難場所となる身近な公園の塾備、防災機能の向上などにより、

「地域の防災対策が充実していると感じている市民の割合」が大きく増加し、概ね達成できた。

0 「基本方向6 市民・企業による主体的な緑のまちづくりを支えます」については、 「街路花塩協定

締結団体数」や「地域内運携公園管理の実施公園数」などが大きく増加するなど、達成できた。
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■ 重点分野の成果指標の達成状況

基本方向 成果指標

n • ァ
二酸化炭累吸収など多様な公益的

森 の緑地環、緑 機脆を有する森林の保全 ．屈林（こよる＝醗化炭累吸収量 l,-cov•I 53,510 I 57,240 I ss,no I△1,szol 104% 

|…畔性のある樹林地の面積

• ［1 :. ．，. r、 -,cti,l _ ___  ltilli!..!、

ha I 6,642. I 7,20S I 6,698△5071 101% 

11 の腕， 博 多湾 水
【口点分野イ］ ●山林の緑が豊かであると感じてい I I 

59.1 I 70.o l 72.8 I 2.81 123% 
中央稔地帯の線の腕の保全と'l!II旦 る市民の割合 ％ 

際帯 を守 り， つ
を核とした緑のマネジメントの促 ●市街化区域における永続性のある I h I 

なぎます 進 樹林地の面積 a 
138 I 213 I 124 I△891 90% 

●J フン ←シティ ha 28 58 36 △22 129% 

博多湾東部i叫威における緑づくり アの緑被面積緑被率 o/o 14 30 19 △ 11 136% 

山すそから海辺
●河川の水辺の緑が豊かであると感

％ S1.3 70.0 70,3 0.3 137% 

まで緑の水脈 と （霞点分野エl
じている市民の割合

21 様々な緑0)充実による市街地のエ ●這市路民の緑割か塁かであると感じてい I % I 55.6 I so.a I 72.4 I△7.61 130% 

緑のみ ちで結び コロジカルネットワークの強化
る の 合

ます ある農地の面栢 の I ha I 2,862 I 2,849 I 2,805 I△441 98% 

［堕点分野オJ ha 96 103 97 I △ 61 101 o/o 
九州 ・アジア新 ヒートアイランド現象緩和に貢献 ●都心部の緑被面積，緑被率

時代 の交流拠点 する緑の創出 ％ 約10 約11 約111 o I 110% 

| にふ さわ し い 個 (lli点分野力】
●郁心部の緑が豊かであると感じて

52.8 ％ 26.0 50.0 2.8 203% 

3 性 と風格を，緑 都心部での緑の顔づくり、厖史の
いる市民の割合

ha 96 103 97 △ 6 101% 

と歴史でつくり
彩る緑づくり ●都心部の緑被面積，緑被滋

％ 

゜
110% 

ます
［豆点分野キ］ •アイランドシティまちづくりエリ ha 28 58 36 △22 129% 

新な拠点における緑の願づくり ，，の緑被面~i!I, 緑被稟 ％ 14 30 19 △11,0 136% 

【置点分野クl
・身近なところ1こ公園があると感じ I % I 

ている市民の割合 ．
79.2 I 85.o l 89.o I 4.01 112% 

既存ストックを活かした，多様な ●地域の公園lこ親しみを感じている I I 
47,1 I 75.o | 68.4 I△6.61 145% 

＝ーズに対応する緑の公共空閤の 市民の割合 ％ 

充実 ，●公園再這偏箇所数 箇所 150 153 3 達成

心を癒し身近な ●公共公益施設の緑の面相 ha 531 557 630 73 119% 

41 生 活 に潤いをも ［重点分野ケ】
●民有地の緑の面積 I ha I 1,357 I 1,514 I 1，449|△651 107% 

た らす緑をつく 市民の生活に囲芯した録の創出

りま す
［田点分野コ］

●地域の公薗で子供が安心して遊べ I I 
ると感じている市民の割合 ％ 

47.s I Go.o I ?1.2 I 11.21 1so% 

子どもが健やかに育つ緑の充実
●公回再整備面所数 I箇所 l -I 150 I 1s3 I 31 逼成

［菖点分野サ］
●公回再盗価箇所数 1箇所1 -I 1so I 153 I 31 逼

健康づくりの場となる緑の充実

福 岡県西方沖地

隈 等を教訓に 直点分野シJ
＇ I●地域の防災対策力浣実していると

24.1 I 45.o I 41.8 I△3.21 173% SI安全•安心を支災否への備えとなる緑とオープン 感じる市民の割合(※) I% I 

え る 緑をつくりスペースの充実

ます

【12の重点分野を支える取り組 '------e・^
I□してい I % I 17.o I Jo.o I 12.0 I△1a.ol 71% 

市 民企業による

主体的な緑のま み1 • 1緞路花四協定締結団体数 1団体 l 41 I 80 l 195 I 1151 476% 

61 ちづくりを支 え
市民による緑のまちづくり活動の •i也域の森づくり・花づくり活動認

37 I 80 l 210 I 1301 568% 促進，企業による緑を通じた社会 定団体数 I団体 1
ま す 頁献の推進，新たな制度等の活用

•饂内□公園誓理の痴公園数 1 箇所 I 20 I 200 I 364 I 16411820% 

※「地域に緊急時の避 難 場所が整備されていると感じている市民の割合」の代替 とする指標
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3 今後の進め方

福岡市基本9t画などの上位計画に合わせ、 現計画の成果や近年の社会隅勢の変化等を踏ま

え、学識経験者や市民等からなる委員会により案の作成を行い、魏会に随時報告しながら、改

定に取り組んでいく。

●近年の主な社会情勢の変化

① SDGsの理念の実現

（持続可能なまちづくりなど）

② 新型コロナウイルス感染症を契機としたライフスタイルの変化

（身近な自然環境としてのオープンスペースの再認識 など）

③ グリーンインフラの推進

（緑の多様な機能の活用 など）

④ 気候変動対策

（脱炭素社会に向けた取組み など）

⑤ 生物多様性の保全

（動植物の生息•生育のための生態系ネットワーク など）

⑥ インクルーシブな社会の実現

（障がいや年齢などの多様性を認める社会 など）

⑦ 超高齢社会への対応

（健康寿命の延伸など）

⑧ Well-beingの向上

（身体、精神｀社会などが満たされた状態の実現など）

⑨ 市民や企業との共創（こよるまちづくり

（あらゆる主体によるまちづくりへの参画 など）

など

48 



|，資料 2 | 

令和 5年6月議会

福祉都市委員会報告資料

1 専決処分（家賃滞納者） ・・・ 1頁

報告第 6号 市営住宅に係る訴えの提起に関する専決処分について l, 

報告第7号 市営住宅に係る訴えの提起に関する専決処分について

報告第9号 市営住宅に係る和解に関する専決処分について

報告第10号 市営住宅に係る和解に関する専決処分について

2 専決処分（不法占有者）

報告第 8号 市営住宅に係る訴えの提起に関する専決処分について

3 福岡市都市計画マスタープランの改定について

4 福岡市都市交通基本計画の改定について

5 福岡市緑の基本計画の改定について

6 マンション長寿命化促進税制に係る固定資産税の特例措匿について

7 宅地造成及び特定盛土等規制法に係る検討について

令和 5年 6月26日

住宅都市局
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福岡市緑の基本計画の改定について

1.趣旨・目的

緑の基本計画は、都市緑地法に基づく市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画
であり、平成11年2月に当初計画を策定し、現計画は平成21年5月に策定している。
計画策定から約10年が経過し、取リ巻く社会清勢等に変化が生じていることなどを踏まえ、

次期福岡市基本計画の検討に合わせて、緑の基本計画の改定に向けた検討に着手するもの。

■位置付け

都市計画

都市計画区域の整備、開発及
び保全の方針

市町村の都市計画に閲する基
本的な方針（都市計画マス
タープラン）

適合

福岡市新・緑の基本計画， 

福岡市総合計画

| 福岡市基本構想 J 

＇ II 福岡市基本計画

t:I 福岡市都市景観形成基本計画

...［ 福岡市環境基本計画

I) 

その他の関連計画・ ・・農林、道路、河川、港湾、まちづくり、区画整理、再開発等

2.現計画の概要

■構成 ■基本理念及び緑の将来像囮

風格ある 緑豊かな環境共生都市・福岡をめざして

福岡市の緑の現況と課題

基本理念と緑の将来像固

一計画推進の基本方向と施策

一計画の推進方策

～市民・地域・企業とともに～

□”員
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3.今後の進め方

〇緑の現状や社会情勢等の変化などを踏まえるとともに、 本市の将来を担う子どもなど、

幅広い世代の市民や有識者、議会の意見等を伺いながら、福岡市の都市における緑地の
保全及び緑化の推進の基本的指針となる緑の基本計画の改定に向けた検討を進めていく 。

く今後のスケジュール（予定） ＞ 

令和5年度 令和6年度 令和7年度
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臣
委
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会
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【参考】市基本計画

1市民等からの意見雰集〉

検討委貝会
（有識者で構成）

＼
＼
／
／
 

●6月
素案

月
案

S
原

●12月
成案（謙案提出）
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（令和4年2月議会報告資料より抜粋）
参考資料

I ■「福岡市新・緑の基本計画」の実績報告と改定について-------］
住宅都市局みどり政策課

1 計画の概要

1-2 「福岡市新・緑の基本計画」における「縁」の定義と「緑の役割」

●「緑」とは

本計画で対象とする「緑」は、市域内に公共

おける以下のものである。

0公園、森林、農地、河川・水面
公匹諜地 ． ,•. :;;z;::-_,, ..,,..- I 

0道路や学校等の公共公益施設の樹木等の オーブンスペース I ー ニ況ぷが？t 
：～．7.：—-ー商棠・棠務地の花や

・:.. - ·'.1'.."?~?S . t'; 駄公開空地など
/ し - ．唸ふ，，，＇・ 心＇

緑地または緑被されたオープンスペース l 
/\'•:`—-·～ーぃ，．三•
-｀--•ーデ...;__ I ~ 

1,． 
追路の花や緑 ・ 

0民有地の樹木等の緑地または緑被された
ヽ•,．•-r... ~』

-- a~＿＿ ：こー 港湾や工業地の緑

オープンスペース

■「緑の役割」

緑は、人々の豊かな生活を生み出していくための多様な役割を担っており、

本市では、緑には大き＜次の6つの役割が求められている。

都市環境の改菩

・ヒートアイランド現象の緩和

・ CO2の吸収と酸素の供給、大気中の浮遊物の吸猶

・雨水の保水機能、気候や水循環をコントロール

生物の生忌•生育環境の維持

•生態系を支える基盤

・多様な生物の生息地

・エコロジカルネットワークの形成

災gの1坊lに避雖地盈’位l呆

・防風、防火

•土砂流出、崩壊防止

．洪水の緩和

1-3 目標年次

ヒ如 エーションの場の提供

・ストレスや疲れを癒す散策

・休養、遊び、健康増進の場

芙しくやすらぎのある風景の彪成

．都市景観（こ彩りややすらぎを与える

•原風景の形成

歴史的風土の継承

・歴史を物語る 1つの要素

・風士を構成する要素

計画策定より概ね10年後の2020年（令和2年）を目標年次としている。また、 2020年以降

についても本市の緑について「将来の望ましい姿」を示している。
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1-6 将来像を実現するための碁本方向の枠組み、重点分野への展開

施策展開においては、 「環境」 「風格」 「癒し」の「重点化の3つの柱」を設け、3つの柱ご

とに、重要旧緊急t生・福岡市らしさなどの観点から基本方向に対応した「重点分野」を設

定し、これに関する重点施策を実施している。

〈m携点〉

市の骨格を
なす縁
•山や丘陵地の糊林

•渾岸や干潟の繰

•水際帯の緑

― 濤と山等を
むすぶ縁
•河川悧員地叡磯
•遣路の緑

•河川の囚りの緑尋

↓ 
I I I I IT 

翻心部等、
拠点の縁
・歴史資源周辺の緑

..fl!心部や断たな拠点、

港湾部の緑

鼻近な●らし
の場の縁
•身近な樹林や歴史
汽瀑周辺の緑

•藝市公園等

•住宅地や商工業
地の縁

•公共箆設の緑

市域の安全・
安心を支える縁

•山すその樹林地等
•主に市街地のオーブン

スペース

基本方向

1 
靡の縁増珊、
縁の腕縛多
潟水憲帯を
守り、つなぎ
ます

9 , J 

2 
山すそから
海辺まで縁
の水脈と縁
のみちで結
びます

1 

琵製留重点分野(13分野）

3 
九州・アジア
賛時代の交
讀拠点にふ
さわしい偏性
と風格意縁
と雇史でつく
ります

--., 

4 
心を露し身
近な生活に

潤いをもたら
す縁をつくり

ます

5 
福岡県西方
沖地震等を
教瓢に安全•
安を双る
縄をつ(>Jます

6 
市民企藁に
よる主衛匹
縁のまちづく
りを支えます
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つ
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本
方
向
実
現
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施
策
（
全
1
0
1施
策
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ス
は記12の重点分野を支える取り組みの方向性］
市民•企業による繰のまちづくり活動の
飽、新たな制置等の活用



2 計画における目標の達成状況

2-1_＿総括目標の達成状況 | m位1讐？ I ?b~ | 言I (？t) I 犀舟[I
!_―叫立ー(R2)

市域の緑 ①全市域における緑の面積 ha I 18,864 I 18,864 I 18,920 I ・S6 I 100% 

；は翌 ！面iち碑性のある緑（ふ1;．のI. ha l 10,809 | 11,549 1 11,059 | △490 1 .iふ・20;；
緑で地球
温暖化防
止（こ頁献

r•一 します

身近な緑
への満足
度を高め
ます

②市内の緑による＝酸化炭粟
ton-I約79,740I約87,380I約84,374I△3,006 

吸収呈

屋上緑化 (i:s2)による二酸化 沿I約20~ 約80~ 約32~ △48~ 
炭素排出削減塁 100 380 158 △222 

③身近な地域において緑が豊
かであると感じている市民 • | % | 24.1 55.0 30.5 △24.5 
の割合

※1 永続性のある緑とは，①法令により土地利用転換が規制されている緑地②公的機関かそれに準ずる同体が所有
または借地している公園緑地や施設の緑③その他法令による位濫付けがある緑のいずれかの要件に当てはまるもの。

106% 

159% 

127% 

※2 屋上緑化のうち市が把握する面租（助成対象等）、なお、令和元年度の福岡市域の温室効果ガス総排出呈は約642万t-C02

① 全＿市域における緑の面積

本計画においては、緑は失われやすいことを踏ま天て、永続性のある緑を増加させ、出来る限り緑

の減少を食い止め、減少した分は創出することで、 本市の緑の総呈を維持していくことを目指して

おり、 「全市域における緑の面積」は、開発等による農地等の減少を、公園緑地等の整備による

緑の創出や永続性のある樹林地の指定などにより、維持することができた。
(h,) 
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永紐性のある農地

永続性のある樹林地

l—’ ， 上 ヒによ二酸ヒ炭 Ul:UV!Ji 
「市内の緑による二酸化炭素吸収呈」については、目標には達しなかったものの、公園緑地等の

整備をはじめとする公共施設の緑化や森林の育成等により撞加し、また、 「屋上緑化による二酸化

炭素排出削減里」も撞加した。

③ 身近な地域において緑が豊かであると惑じている市民の割合

「身近な地域において緑が豊かであると感じている市民の割合」については、目標には達しな

かったものの、コミュ＝テイパーク事業や公園愛護会活動などによる市民との共働の推進、福

岡城さくらまつりや福博花しるべなどの緑化吾発イベントの実施、緑地協定や風致地区におけ

る緑化指導などにより撞加した。なお、近年、 ~DGsの理念の実現など企業の社会的要任
(CSR)の取組み意識が高まっており、 一人一花運動への協賛増などの動きも見られる。



2-2 各基本方向の遣成状況

〇 「基本方向 1森の緑地環、緑の腕、博多湾水際帯を守り、つなきます」については、市民との協働に

よる鴻巣山における緑地保全活動など、海や山などの自然をより身近に感じられるような取組みにより、

特に「山林の緑が豊かであると感じている市民の割合」が大きく増加するなど、概ね達成できた。

〇 「基本方向2 山すそから海辺まで緑の水脈と緑のみちで結びます」については、室見川緑地や那珂

川線地の整備などにより、特に「河川の水辺の緑が豊かであると感じている市民の割合」が大きく増加

するなど、概ね達成できた。 ・

・O 「墓本方向3 九州 ・アジア新時代の交流拠点にふさわしい個性と風格を、緑と歴史でつくります」

については、 心音のお か iの 且み ビヽヽ`バン タコ、テ、‘ ‘̀によ・

辺透翌などにより、特に「都心部の緑が塁かであると感じている市民の割合」が大きく増加するなど、

概ね達成できた。

〇 「墓本方向4 心を癒し身近な生活に潤いをもたらす緑をつくります」については、公同再整備事業

やコミュ＝ティパーク事業などの取組みにより、特に「身近なところに公園があると感じている市民の

割合」が大きく増加するなどして、達成できた。

0 「基本方向5福岡県西方沖地震等を教訓（こ、安全・安心を支える緑をつくります」については、広

知‘ 日ーとがる ハ x‘ 日— とt‘ ‘t‘/‘ の 5 5 ム bの口などにより、

「地域の防災対策が充実していると感じている市民の割合」が大きく増加し、概ね達成できた。

0 「基本方向6 市民・企業による主体的な緑のまちづくりを支えます」については、 「街路花壊協定締

結団体数」や「地域内連携公園管理の実施公園数」などが大きく増加するなど、達成できた。
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■ 重点分野の成果指標の達成状況
ーし ・

基本方向 m点分野 成果指檀
r :- 三1 • .、 .-' ン-

,tt J•■----·UJ..li.2L:, ． 
n m占 ム 匹

二醍化炭累吸収など多様な公益的
|•永続性のある樹加の閲積一— ha I 6,642 I 7,205 I 6,698△5071 101% 

森の 緑地環緑 機能を有する森林の保全 ●森林による＝酸化炭累吸収日 |-~琴|s3,s10I s?,240 I ss,720 I△1,s2ol 104% 

I の腕，博多湾水
［王点分野イ】 ●山林の緑が豊かであると懲じてい I I 

59.l I 7o.o I 72 8 1 2.81 123% 

1 際帯を守り，っ
中央緑地帯の緑の腕の保全と笞J且 る市民の割合 ％ 

を核とした緑のマネジメントの促 ●市街化区域における永続性のある

な ぎ ま す 進 樹林地の面積
ha 138 213 124 △ 89 90% 

•アイ ランドシプイ まちづくりエリ ha 28 58 36 △ 22 129% 

博多湾束部地域における緑つくり アの緑被面積、緑被寧 ％ 14 30 19 △ 11 136% 

山すそから海 辺
●河川の水辺の緑が登かであると感

％ 51.3 70.0 70.3 0.3 137% 
（冨点分野エl じている市民の割合

2 ま で 緑の水脈と
様々な緑の充実による市街地のエ

●還路の緑が豊かであると感じてい I % I 
55.61 eo.o I 72,4 |A7,6| 130% 

I 緑のみ ちで 結 び
コロジカルネットワークの強化

る市民の割合

ま す ●河川水辺等，這路の緑、永続性の I h I 2 862 I 2 849 I 2 sos I△441 98% 
ある農地の面旧 a ヽ

【塁点分野オl ~: 96 I 103 I 97 I △ 61 101% 
九州・ アジア新 ヒートアイランド現象緩和1こ震献 ●都心部の緑被面i日，緑被添

時代の交流拠点 する緑の創出
約10I 約111 約111 o I 110% 

31 にふさわ し い 個 ［露点分野力J ●郡心部の緑が塁かであると感じて
% I 26.0 I so.o I 52.8 I 2.81 203% 

都心部での緑の顔づくり，歴史の
いる市民の割合

性 と 風格を，緑 ha 96 103 97 △ 6 101 o/o 

と歴史で つくり
彩る緑づくり ●都心部の緑被面旧、緑被寧

％ 約10 府11 約11

゜
110% 

ます
（塁点分野キ】 ●アイランドシティまちづくりエリ ha 28 58 36 △ 22 1290/o 

新たな拠点における緑の顔づくり アの緑被面頂禄被率 ％ 14 30 19 △11.0 136% 

（霞点分野ク］

●身近なとごろに公園があると感じ I % I 

ている市民の割合
79.2 I 85.o l 89.o I 4.01 112% 

既存ストックを活かした＇多様な ●地域の公園に親しみを感じている I % I 
47.1 I 75.o I 68.4 I△6.61 145% 

ニーズに対応する緑の公共空間の 市民の割合

充実 ●公園再益備箇所数 区IPIT
_ 

1so I 1s3 I 3 
心 を 癒し身近 な ●公共公益施設の緑の面積 I ha I 531 I 557 I 630 I 731 119% 

41 生活1こ潤いをも 甲 分野ケ） ． 
●民有地の緑の面積 I ha I 1,357 I 1,514 I 1,449 I△ 651 107% 

たらす緑をつく 市民の生活に密芯した緑の創出

ります
［塁点分野コ】

●地域の公国で子供が安心して遊ペ I % I 

ると感じている市民の割合
47.s I 60.0 I 71.2 I 1 L.21 l50% 

子どもが健やかに育つ緑の充実
●公園再整備箇所数 箇所

150□153 I 1 3  竺違成［璽点分野サ］
●公園再整備箇所数 箇所 150 

一潤康づくりの場となる緑の充実

福岡県西方沖地

震等を教訓 に、 ［田点分野シl
| •叫威の防災対策が充冥していると

24.1 I 45.o I 41.81△ 3.21 173% 51安全•安心を支 災害への備えとなる緑とオープン 感じる市民の割合（~) I% I 

え る 緑をつくりスベースの充実

ます

●緑のまち
％ 17.0 30.0 12.0 t::. 18.0 71% 

市民企業 による 【12の望点分野を支える取り組 ー・『→-..“'^

主体的な緑 のま m ．街路花壻協定締紹団体数 1団体 l 41 I 80 | 195 I 1151 476% 

61 ちづ くりを支 え 市民による緑のまちづくり活動の ●地域の森づくり・花づくり活動認
37 I 80 l 210 I 1301 568% 促進、企業による緑を通じた社会 定団体数 l団体 l

ます 町加船薩，新たな制度等の活用

●i虹内遥携公園笠理の実施公園数 1箇所1 20 I 200 I 364 I 16411820% 

※ 「地域に緊急時の避難場所が整備されていると感じている市民 の割 合」の代醤とする指標
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令和 5年12月議会

福祉都市委員会報告資料

1 専決処分（家賃滞納者、不法占有者）

報告37~39号 市営住宅に係る訴えの提起に関する

専決処分について

報告40号 市営住宅に係る和解に関する専決処分について

... 1頁

2 福岡市都市計画マスタープラン、福岡市都市交通基本計画、 …6頁

福岡市緑の基本計画の改定について

3 冷泉小学校跡地での取組みについて

令和 5年12月18日

住宅都市局
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福岡市緑の基本計画の改定について

,.趣旨

都市緑地法に基づく緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画である「緑の基本計画」の改定に

ついては、上位計画である次期福岡市基本計画の検討と連携し、市民や有識者、譲会の意見等を

伺いながら検討を進めることとしており、今回、 「みんなでつくる福岡市の将来計画プロジェク

ト」において寄せられた緑に関する市民意見について報告するもの。
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累案の検討
（市民惹加プロジェクト •9次計画紺括） E 審眸 〉・諸案提出

2. 「みんなでつくる福岡市の将来計画プロジェクト」概要

次期基本計画の策定に向けた検討を進めるにあたリ、次代を担う子どもたちや若者を

はじめ、幅広い市民等から意見を券集するもの。

◆実施期間

令和5年4月25日～10月31日

◆実施内容

(1)オンラインアンケート

(2)メールや郵送等による意見の受付

(3)外国からの来防者へのアンケート

. (4)ワークショップ

（ワークショップ等については11月末まで）

(5)ゲームを活用した取組み

(6)小中学校での意見暮集

(7)有織者インタビュー

(8)民間主導の取組み

◆オンラインアンケートの結果概要

①あなたにとっての幸せな未来のために特に大切なこと（回答件数8,242件）
「健康的な生活」「仕事・働き方」「住む場所」「思いやリ・多様性」「身近な自然」などの15項目の中から

幸せな未来のために大切な項目を選択し（複数回答可）、選択した項目について満足度を回答

「身近な自然」については、選択割合は50.4%、選択者の満足度は88.6%

②福岡市や自分自身の未来についての自由記述意見（延べ3,315件）

ユニパーサルデザイン、健康、福祉 504件

子ども、教育 652件

文化芸術、スポーツ 160件

地域コミ ュニティ 86件

防災、都市基盤 161件

防犯、モラル・ マナー 155伽

環境、自然 158件

交通 445件

経済振興、都心部 299件

国際 59件

その他 636件



(1)オンラインアンケート

「福岡市や自分自身の未来についての自由記述意見」 ※緑に関連がある項目のみ記載

分類 主な意見

ユニバーサルデザイン ●歩道の段差をなくし｀ 自転車やベビーカー、 車椅子でも安心に (50代・中央区）

健康、福祉

子ども、教育 ♦子どもたちがのびのぴ遊べるところがほしい (60代・東区）

文化芸術、スポーツ ●自由に気軽にスポーツを楽しめる施設をたくさん作ってほしい (40代・西区）
◆ランニング・ウォーキングコースの距離表示を増やしてほしい (40代・東区）

●日本代表戦もできるような球技専用のフットボールスタジアム (30代・東区）

地域コミュニティ ◆利吉関係のない人同士の交わリが日常的にできる第3の居場所 (60代・早良区）

防災、都市基盤 ◆災害、有専に備えるまちづく リ (50代・中央区）

環境、自然 ●自然を生かしたまちづくり (30代・西区）

●ほどよく都会でほどよく田舎っぽさが残るまち (70代以上•東区）
◆花や緑に溢れたまち (50代・南区）
◆幅広い年齢層の憩いの場となる公園 (20代以下・中央区）

観光振興、都心部 ◆誰もが利用できる都会のオアシスみたいな緑多い場所 (70代以上 •中央区）

その他 ●美しい建物を建て並べ、緑豊かな街並みを誇るまちづくり (60代・早良区）

(6)小中学校での意見幕累（約12万人）

「福岡市のことについて、それぞれどのように思っていますか」

項目（抜粋） そう思う
どららかと言えば どららかと言えば

思わない
そう思う そう思わない

まちに木や花などの緑が
47. 9% 39. 0% 9.8% 3. 3% 

多いと思う

遊べる場所が多いと思う 55. 8% 27. 6% 11. 4% 5. 2% 
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3.みどりに関する市民意見募集の実施状況について

(1) WEBアンケート

• 実施期間：令和 5年11 月 3 日（秋の舞鶴公園で遊ぼう！）、 11 日 ・ 1,2 日（一人一花サミット ）
・回答方法：対面にて 2次元バーコードを読み取りオンライン回答

・回答件数 ：140人
・設問内容：福岡市の緑に関する取組みについて意見や感想を自由にご記入ください

分類 主な怠見

公園の盛備、維持管理 ●緑の多い、子供が遊びやすい公園 (50代・中央区）
◆公園の草を刈ってほしい (40代・早良区）

緑地保全 ・緑化推進 ◆緑がある方がいいので頑張って増やしてほしい (40代・市外）
街路樹・花壇 ●お花にあふれたまちにしていきたい (40代・中央区）

イベント ・広報 ◆緑はあるものの、こんな所にあったのか！という感じで、緑の存在を
一人一花運動 知らない場所もあるので、もっと存在を広められたらいい (30代・東区）

◆もっと一人一花運動が広がってほしい (10代未満 •博多区）

(2)児意に向けた意諏調査

・実施期間：令和5年10月23日（三宅小3年生）

・回答方法：対面にて香面回答（絵画）

・回答件数： 127人
・設問内容：とっておきの緑空間について教えてください

（絵を告いてください）

頒 1 公園 1 翫 1川 悔 1 自然 1 家 1 山・森 1 勁他

件数 47 I 19 I 18 I 15 I 13 I 10 I 5 

(3)市政アンケート調査

• 実施期間 ： 令和 5 年10月 5 日～ 19 日

・回答方法 ：オンラインもしくは書面回答

・回答件数：約600人（住民基本台帳から無作為に抽出した満18歳以上の市民）

・現在、結果について広聴課で取りまとめ中

4.今後の進め方について

今後とも、市民や有識者、議会の意見等を伺いながら、福岡市の今後の緑地の保全及び緑化の

推進の指針となる緑の基本計画の検討を進めていく。
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0須崎公園の再整備イメージ
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※令和3年8月2日プレスリリース資料「拠点文化施設及び須崎公園の整備について（お知らせ）」より

6
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※現時点での将来イメージであり、変更になる場合もあります。



0須崎公園の再整備イメージ

※現時点での将来イメ・ージであり、変更になる場合もあります。
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令和 6年 3月

福岡市
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く用語の定義＞

緑

福岡市の新・緑の基本計画で対象とする「緑」は、市城内における

・公園、森林、股地、河川 ・水而

・道路や学校等の公共公益施設等の緑地または禄被されたオープンスペース

・民有地の樹木等の緑地または緑披されたオープンスペース

とする。なお、ここでは、「緑被J及び「緑被地」 も同義語とし、「緑被面積」は、樹林地、草地、

農地や河川・水面、公園のように、植生で梃われていたり｀植生で覆われていなくても自然的な状

態にある地表面の面和と定義する

緑被率

「敷地面籾」に占める「緑被面積Jの割合。

植生領域

衛星画像で抽出された植生の領域で、森林 ・樹木 ・草地・街路樹 ・芝地 ・股地 ・宅地内の樹木な

ど、植生と想定される範囲を指す（土地利用の飢点から、抽出するものではない）。

地域制緑地
法や条例等による緑地 （次ページの図 1$照）。
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都市公園 都市公園法で規定するもの

都市公園以外で

公園緑地に準じる

機能を持つ施設

施

設

緑

地

都市公園を除く公共空地，国

民公園、自転車歩行者専用道

路，地方自治法設置又は市区

町村条例設置の公園公共団

体が設口している市民農園

公開している教育施設（国公

立）．河川緑地，港湾緑地

農業公園、児窟遊園，公共団

体が設置している運動場やグ

ラウンド．子供の国等

公共公益施設に

おける植栽地等

都市公園以外

学校の植栽地下水処瑾場等

の付属緑地，道路環境施設帯

及び植栽帯，その他の公共公

益施設における植栽地等

市民緑地

条例等に基づく緑地（上記以外）．公開空地，

市民農園（上記以外）、一時開放広場，公開し

ている教育施設（私立）， 市区町村と協定等を

桔び開放している企業グラウンド，社寺境内

地，民間の屋上緑化立間．民問の動植物園 等

法によるもの

地

域

制

緑

地

緑地保全地域 （都市緑地法）

特別緑地保全地区（都市緑地法）

地区計画等緑地保全条例（都市緑地法）

風致地区（都市計画法）

地区計画農地保全条例（都市計圃法）

生産緑地地区 （生産緑地法）

近郊緑地保全区域 （首都囲近郊緑地保全法他）

近郊緑地特別保全地区 （首都圏近郊緑地保全法他）
歴史的風土保存区域 （古都保存法）

歴史的風土特別保存地区（古都保存法）

景観地区で緑地1こ係る事項を定めているもの （景観法）

自然公園 （自然公園法）

自然環墳保全地域（自然環墳保全法）

農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法）

河川区域 （河川法）

保安林区域 （森林法）

地域森林計回対象民有林（森林法）

保存樹・保存樹林 （樹木保存法）

景観璽要樹木（景観法）

史跡・名勝・天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの

（文化財保護法） 等

協定によるもの
緑地協定 （都市緑地法）、景観協定で緑地に係る事項を定め

ているもの（覺観法） 等

条例等によるもの
条例・要綱 ・契約 ・協定等による緑地の保全地区や緑化の協

定区域樹林地の保存契約｀協定による工場植栽地 等

図 1 緑地の分類

出典：緑の基本計画ハンドプッ ク令和3年改訂版 p.71, 日本公園緑地協会，令和3年5月
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第 1章調査の概要

1. 目的

本業務は、 「福岡市緑の基本計画」を推進し、今後の緑化推進のあり方を示すため、

本市における緑被の分布を明らかにすることを目的とする．

2.隅査手順

調査の手順は図 1-1のとおりである。

調査の基本方針の検討

胃

緑被地の現況の把趾

•都市計画区域の緑被地分布図の作成

• 都市計画区域外の緑被面積の計測、緑被率の第定

• 都市計画区域の緑被而租の計測、緑被率の箆定

緑被地面楼及び緑被率の分類別葉計等

• 土地利用別の緑被地の分類

・分類別の緑被地面租の計測

・緑地の増減要因の検討

・緑の基本計画の目標体系に沿った緑被率の集計

―

―

 

報告菩の作成

図1-1 詞査手順
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第2章調査方法

1.衛星画像による植生領域の抽出

(1)解析処理の流れ

福岡市を観測した GeoEye-1及び WorldView-2衛星の画像データを利用 して、画像

解折処理により解析対象範囲内における緑被領域を判別し、その結果を GISデータ化

することで福岡市の緑被抽出賓料を作成した．

緑被領域抽出に際しては、平成 l9年度及び平成 29年度に実施した緑被抽出結果を

参照データとして利用した。特に閾値※注 1の設定に関しては、参照エリア（図 2-2) 

を設けて、該当エリア等での検討をもとに行った。

図2-1に解析処理の流れを示すC

衛星画像デーーク

解析準備

・解析用画像の作成

・指楳画像の作成

画像解析岬．2

・解析対象範囲 ・被雲領域の補正処理

・植生領域の抽出 ー ・柿生抽出画像の作成

・誤判別の補正処理

GIS処理

・シェープファイルの作成

. • ESR「グ リッド形式の作成

・緑被抽出結果画像固の作成

図 2-1 解析処理の流れ

t • 9ら

※注l)閾値 (tlu冦 hold) : I圃像解析処理において、ある土地被摂（例えば植生）を特定したり、
他の土地被殺と分離したりするために設ける（直を閾値と呼ぶ。その値より高い（または低い）

数値の領域を対象領域とする。
※注2)画像解析で建物の影が見られる場合には「影領城の補正処理」が必要であるが、今回解析で

使用した画像は5月末から6月初めにかけて撮影されており、 太陽高度が非常に高く画倹J:影
領域がほぼない画俊であったため、影領域の補正処理を行っていない。
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(2)解析に用いた衛星画像データ

本業務では GeoEye-1及び＼Vorlc¥View-2衛星で親測された可視光（脊・緑・赤）か

ら近赤外城の 4つの波長帯（バンド暉注1) の画像データを使用した。なお、それぞれ

の画像データは 11 ビット階調の情報を有するデータとなる。本解析では、 0.7mの解

倣度を有する製品を取得し、 1Inにリサンプリング後解析を実施した。

解析対象範囲は 4つのストリップ盟I;2 （撮影帯、撮影単位）で梢成されており、こ

れらの画像データにはそれぞれオルソ処理盟J:.3が施されている。

表 2-1に用いた衛星画像の仕様、図 2-2に画像の横成と解析範囲、参照エリアを

示す。

なお、解析するにあたり各撮影画像における被案エリアの影堺が最小となるよう考

盛した。

※注1)バンド：衛星のセンサが感知することのできる毎磁波の区切り（波長域）毎のデータ．

GeoEye-JやWorldView-2衛星画像データでは、青、緑、赤、近赤外の4つのパンドを有する。

※注2) ストリップ ：一度の観測で撮影された範囲またはその街品画像データ。

※注3) オルソ処理：人工衛星や空中写真から撮影されたままの画俊データには、地形の嵩低差や競

測方向に起因する歪みがある。 こうした盃みを地形データ（地形の標莉等を数値化したデー

タ）等により補正すること。この処理により、 GIS上での各種地理空間情報（地図情報等）

との直ね合わせが可能となる。

表2-1 衛星画像の仕様

ストリップ 衛星センサ 槻測H
画像

使用バンド 備考
解像鹿

l WorldVicw-2 令和 4年 5月24日 0.7in 可視（脊・緑・赤）、近赤外 国にリサンプリング

2 GcoEyc-1 令和 4年 6月8日 0.7111 可視（寺・緑・赤）、近赤外 国にリサンプリング

3 CeoEyc-l 令和 4年6月8日 0.7111 可視（行・緑・赤）、近赤外 Imにリサンプリング

4 GcoEyc-1 令和 4年6月8日 0.7m 可視（青・緑・赤）、近赤外 lmにリサンプリング
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図2-2 解析に用いた衛星画像 （ストリップ、解析対象範囲、参照エリア）
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(3)解析準備

各ストリップの画像データについて、解析の前段階として画像処理を施して、解析

に用いる画像データを作成したロ

1)解析用画像の作成

以下のとおり、解析用画像データの作成を行った。

①解像度 ：lm （リサンプリング）

②画像種類 ：オルソ画像

③階調 ・バンド数 ： 16 ビッ ト• 4バンド

2)指標画像の作成

植生領域を抽出するための指慄両像として、 NDVl汲tJ:.1 (Norrn::i l ized Difference 

Vegetation Index :正規化植生指標）画像を作成した。

NOVIの箆定は以下の式 (1) に示す。

NDVl= 
NJR。-R。 ••••• (1) 
NJR0 +R。

NDVJ; NDVI（直 R/1 ;赤バンド DN値暉 2Nnr(）：近赤外パンド DN値米注2

※注1)NDVl (Norrnaliz,:,d Diffore111四 Vegeti:ilionIndex) ：正規化植生指梧。植物の業緑素（クロ

ロフィル）が太賜からの電磁波の可視光（赤）を吸収し、近赤外は非常に抽く反射することを

利用した比演箕による植生指数の筑出法。植生の活性度や伍の大小を反映するといわれる

（図2-3). 
※注2)DN値 (Dtgi Lnl Number値） ；製品として提供される衛品画像データ(J)i此一般に、 この値か

ら、必要に応じて放射輝度や反射部といった物理1itを得ることができる．

緑色地物の場合 植生の場合

X iii[ 
ニ 晏太晶‘;の

繰色の地物 掻生（樹木、芝地等）
（人工芝` テニスコート等）

では、 可視光（緑）のみ強い反射
では、・可視光（釦に加えて

近並庄の強い反射

主に近赤外の反射の有無で区別が可能

冒

曇

暑
‘.I・ x 近赤外可

視
光
（赤）

可
視
光
（緑）

可
視
光
（青）

太陽からの
竃磁渡

図2-3 衛星画像による NDVI算出
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(4)画像解析

解析準備で作成した画像データを使用して、植生領域の抽出処理を実施した。なお、

抽出処理はストリップ別に実施した。

1)解析対象範囲

福岡市全域（小呂島を除く※注1) の約 340k而を解析対象範囲とした（図 2-2参照）。

※注1)小呂島は福岡市本土から距離が離れているため、解析対象範囲に含めていない。小呂島は
Google Earth航空写哀（令和4年4月9日撮影）を用いて緑被面積を鍔定した。

2)植生領域の抽出

基本抽出処理として、 N[）Vl画像を利用した植生領域の抽出を行った。

各ストリップの Nl)VT画像において、植生の判別に適した醐値をそれぞれ設定し、

その『屈値より両い数値を植生領域とした。ここで、閾値は可視画像及び過去（平成 19

年、平成 24年、平成 29年）の抽出結果を参考に、参照エリア輝：2 （図 2-2)で目視

による検討を行い決定した。参照エリアにおける検証内容は、賓料編「 1.植生領域

抽出結果の検証」に示す。

ただし、この段階では誤判別領域（非植生領域を植生領域として抽出）が存在する

ため、後の補正処理等を重ねることで誤判別領域を減少させ、植生領域の抽出桔度を

而めた。

図2-4に抽出処理に利用した NDVl画像を示す。本画像では、NOVIの値が商いエリ

アが明る＜、低いエ リアが11音く表示される。一般的に植生の活性度が商いほど NDVI

値が高くなる。

※注2)慈照エリア；紺星画倣の緑被抽出結果と、現況や過去調査の比校恭照を行ったエリア。
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3)誤判別の補正処理

NDVT画像を利用して抽出した基本処理段階の植生領域は、誤判別領域を含んでいる。

誤判別領域の多くは、工場や住宅の屋根、陸上トラックなど脊色系の特殊塗装を施し

ている施設が植生域と誤判別 されていることが確認された。よって、可視光域の青バ

ンドに繭値を適用し、植生と判別された領域内における誤判別領域の補正処理を施し

た（図 2-5)。

植生領域
の抽出

（補正なし）

》

値閾
化

を
値

ド

2

ン
りょ

＊ヽー青

に

ー 植生領域

02022 M11x1u・ Tochnologiea. 

図2-5 青色系誤判別領域の補正例
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4)被雲エリア領域の補正処理

解析対象範囲内において、業の影喝がある領城に対して、解析前に雲マスクを作成

し異なる閾値 (NDVI)を設定する等の必要がある。本作業では、スト リップ 3及びス

トリップ 4で羹 ・ヘイズ※注の影梱のある領域が確認されたため、本ス トリップ画倣に

おいて別途NDVl値を股定する ことでヘイズエリアにおける植生域の抽出を行った。

また、市南部の領域では NDVI値の閾値のみで植生域を抽出できない被案エリアが

あり、平成 29年度解析時の画1象と比較してこれらのエリアの多くは森林域と判断さ

れたため、過去の解析結果と比較して手動で緑被エリアとして追加処理 した （図

2-6)。

※注）ヘイズ ；薄柔や低及びそれらによるうっすらとした遮蔽を示す。

!i:l2022 Maxa1• Tochnologi匹．

図2-6 飛雲箇所を含んだ雲マスク
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5)植生領域抽出画像の作成

各ストリップで抽出した植生領域について、撮影条件が良好なストリップ l、ス ト

リプ 2、スト リップ 3、ス トリップ 4の順で統合し、植生領域抽出画像を作成した

（図2-7)。
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図2-7 植生領域抽出画像 （緑色 ：植生領域）
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(5) GIS処理

解析処理で作成した植生領域抽出画像について、以下の GTS用データを作成した。

1)シェープファイルの作成

緑被抽出画像データからシェープファイルヘ変換処理後、隣接するフィーチャを統

合した。

なお、フィ ーチャは隣接するポリゴンのみ結合したシングルバー トフィ ーチャとし

て作成した。

2) ESRIグリッド形式の作成

結合されたシェープファイルから RSRlグリッド形式へ変換した。

なお、出カセルサイズは衛星画像データと同様に lmに股定した。
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2.全市域の緑被面積及び緑被率の算出

(1)土地利用区分別緑被面積の集計と補正

土地利用区分別の緑被而槙は、衛品画像から抽出した植生領域抽出データ図と土地

利用現況図（令和 4年都市計画基礎調査結果）をオーバーレイ・演葬して算定した。

ただしー、過去の調査方法に従って、樹林地、草地、農地や河川 ・水面、公園のよう

に植生で稜われていなくても自然的な状態にある山林、田、畑、水面、河川敷 • 海

浜 ・護岸、公共空地、ゴルフ場の緑被率は 100％とし、植生で獲われていても緑とし

ての活用が難しい未利用宅地、その他の空地、軌道敷の緑被率は 0％とした。

また、道路については、その細長い形状から範囲の誤差が大きく、周辺の敷地から

の植栽の影響が大きいことなどから、平成 19年以降の街路樹の増減本数と街路樹一

本あたりの緑被面積から緑被而稜を節出した。

表2-2 土地利用区分の緑被面積算定手法

土地利用区分砒紅l 緑被面和算定手法

森林 山林 緑被iiii積＝敷地而積と した

田
緑被面租＝敷地面積とした

畑
農地

緑被面耕咄孜地面積x緑被率
農林漁業施設用地

（緑被率は、脩星圃像による植生領域図から砕定）呻i注2

河川・ 水面
緑被面籾→敷地面積とした

水面等 河川敷 • 海浜 ・ 護岸
公闘・ 公共空地

緑被iffi積＝敷地面籾とした
緑地等 ゴルフ場

道路 道路用地
1119以降に増加した緑被面和＝1119年以降に増加した街路樹

の本数X樹稲別（高木 ・中木 ・低木）の一本当たりの緑被面和

公共公益
公共施設用地

緑被而粕→敷地而柏x禄被率

施設 （緑被部は、衛品画像による樅生領城図から算定） 輝注2

住宅地 住宅用地
緑被面和叫敷地1iii和X緑被率

（緑被率は、衛品画像による植生領城図から鐸定） ¥！釦

商業 ・
商業用地

緑被面積＝敷地面積X緑被率

業務地 （緑被率は、衛星画像による植生領城図から膵定） 影注2

工業地・ 工業用地 緑被面和＝敷地面積x緑被率

運輸施設 遥軸施股用地 （緑被率は、柄星画像による植生領域図から舞定） 紺肛

雑稲地
緑被面和＝敷地面積X緑被率

（緑被率は、衛星画像による植生領域図から箕定）呻：t．E2

その他
未利用宅地・その他の空地

軌道敷
緑被面和＝ 0とした

証 l)都市計画基礎調査でば都市計画基礎調査の実施要項に定める土地利用分類以外に、福岡市

独自の土地利用分類を定め調琲・築計していたが、平成29年度からは実施要項に定める士地

利用分類のみの調査となっている。これに伴う土地利用区分の変更については、資料縞「 2.
土地利用区分別緑被面積算出方法の補足」を参照のこ と。

※注2)小呂島については、微星画像ではなく G(logleEarth航空写真（令和4年4月9日撮影）及ぴ土

地利用現況図（令和4年都市計画基礎調査）をもとに作成した。

※注3)緑被面租の集計にあたり、令和4年都市計圃基礎調査結果の士地利用区分の補正を行った．

詳細は、賓料編「 2. 土地利用区分別緑被面粗算出方法の補足」を参照のこと。
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(2)緑被分布データ の作成（植生領域抽出データの土地利用データ補正）

9 行政区域別 • 町丁目・都市計画用途地域 ・ 都心部 ・ アイランドシティまちづくり エ

リアなどの地域毎に緑被面積 ．禄被率を第出するためには、緑被分布データが必要で

ある。そこで、衛星画像による植生領域抽出データと土地利用現況データをオーバー

レイして緑被分布データを作成した（図 2-8)。

ただし、表 2-2に示した土地利用区分別緑被面積の算定手法と同様に、 山林、田、

畑、水面、河川敷•海浜・護岸、公共空地、ゴルフ場の緑被率は 100％とし、 未利用

宅地、その他の空地、軌道敷の緑被率は 0％とした。
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図2-8 植生領域抽出データの土地利用現況データ補正イメージ

3.保全系・創出系の緑の面積及び割合の算出

保全系 ・創出系の緑の分類は、現計画に従うものとし（表 2-3)、土地利用区分

別の緑被而積を加第して、保全系 ・創出系の緑の緑被面積及び緑被率を箆出した。

表2-3 保全系の緑 ・創出系の緑の分類

保全系の緑
緑の種類 土地利用区分

森林 山林

田
農地 畑

農林漁業施股用地

河川・水面等
水面
河川敷•海浜・護岸

創出系の緑
緑の稲類 土地利用区分

公園・緑地等
公共空地
ゴルフ場

道路 道路用地
公共公益施設 公共施設用地
住宅地 住宅用地
商業・業務地 商業用地
工業・ 工業用地
運輸施設 運輸施設用地

その他（緑地以外）
土地利用区分

雑種地
未利用宅地•その他の空地

軌道敷
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4.永続性のある緑の面積及び割合の算出方法

(1)定義

永続性のある緑の定義と種類は、現計画に従って以下のとおりとした。

＜永続性のある緑の定義＞

地域制緑地辮とや都市公園等法令などにより氷続的に存在し続けることがある程度担

保された緑のうち、次のいずれかの要件に当てはまるものと定義します。

ア 法令により土地利用転換が規制されている緑地

イ 公的機関かそれに準ずる団体が所有または借地している公園緑地や施設の緑

ウ その他法令による位匿づけがある緑

平成21年福岡市新 ・緑の基本計画、 p.26-27より

※注）地城制緑地：都市公園のみならず、社寺境内地等の盆地の多い施設や典耕地、山林、河川、水

面等｀様々な空間を含めた緑地のうち、風致地区、特別緑地保全地区｀生産緑地地区等、一

定の地城を指定して定められているもの．

表2-4 永統性のある緑の種類

区分 緑の稲類 永統性のタイプ

自然公園 ア

保安林（民有保安林、国有林） ア

風致地区内の樹林地 ア

樹林地 特別緑地保全地区 ア

塁 緑地保全林地区 ア

系 市民緑地 ア
の

水道水源かん猜林 イ緑
生産緑地地区 ア

股地
股用地区域 ア

公共団体設慨の市民／i雑園 イ

公共団体外が設世している市民！剥園 ウ

河川水辺等
河川、ため池 ア、イ

海浜 ア、 イ

道路の緑 街路樹 イ

都市公園法で規定する公園 ・緑地 ・幽園等 イ

条例で設団の公園（準都市公園） イ

公園緑地等
港湾緑地 イ

窟
史跡、辿跡(/)公園的脇備 イ

公営住宅の児童遊園 イ
系

空池周辺移転補俗跡地の公固的挫備 イの
緑 公共施設 イ

公共公益施設の緑
遮輸施設 イ

緑地協定地区内の民有地の樅栽｀生垣、庭木など ウ

住宅地、商業・業務
風致地区内の民有宅地の植栽、生垣、庭木など ウ

地区計画で定める緑地 → J 

地｀工業地の緑
工場立地法などによる工場内の緑地 ウ

公開空地 ウ
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(2)面積の算出

永続性のある緑の個別面租は、それぞれの公示面積と範囲に関する資料を収集し、

公示面稼があるものはその面租を採用した。公示面和がないものは、緑被分布データ

と範囲を GIS上でオーバーレイして図測した。また、風致地区内の樹林地と民有宅地

の緑の面積も固測した。

(3) 全体面積の算出

永続性のある緑は、要素間で位泄が重複するものがある（例：保安林と自然公園な

ど）。よって、永続性のある緑全体の面積は、永続性のある緑の要素問の重複面耕を

GIS上で図測し、永続性のある緑の要表の面積の合計値から減じる ことで求めた。

5.行政区別の緑被面積及び緑被率の算出

行政区別の緑被率は、緑被分布データを GIS上で行政区とオーバーレイして集計し

た。行政区の対象範囲は令和 4年都市計画基礎調歪の町丁目データより作成し使用し

た。

6.町丁目別の緑被面積及び緑被率の算出

町丁目別の緑被率は、緑被分布データを GIS上で町丁目とオーバーレイして集計し

た。町丁目の対象範囲は、令和 4年都市計画基礎調査のデータを使用した。

7.都市計画用途地域別の緑被面積及び緑被率の算出

都市計画用途地城の緑被率は、緑被分布データを GIS上で都市計画用途地域とオー

バー レイして菓計した。用途地域の対象範囲は令和 4年都市計画基礎調査のデータを

使用した。

※注）行政区別や町T目別、都市計画用途地域別の緑被面栢及び緑被率は、現計画の目標値に設定

されていないが、緑被の現況把握のため集計した。
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第 3章調査結果

1.福岡市の緑の現況量

(1)全市域の緑被面積及び緑被率

本市全域の緑被面積は 18,981.2ha、緑被率は 55.4％であり、 全市域の半分以上が

緑で毅われている。市街化区域の緑被面積は 3,246.8haで、緑被率は 19.8％であった

（表3-1、図3-1)。

緑被面柄の内訳となる土地利用区分別の緑被面積を表 3-2に示す。また、緑被分

布データと土地利用現況を図 3-2、図3-3に示す。

表 3-1 全市域の緑被面積及び緑被率

敷地面和 (ha)

全市城 3'1,245、O
- -•-. - -

市街化 区域 16,372.0 

市街化調賂区城等 17,873.0 

緑被面租 (hn)

18, 984. 2 

3,246.8 

15,737.3 

緑被率 （％）

48ー

誓一889nmn □， 曇
96mo , 

I ・:: 

.. ， 市鮨化講菫

1~.000 u 
， n 区蠣等

..19ロ
金：市箪

市賃99鯛驀 9 909 全55市.4撼9 

18:984.2ho 

区填等8,000 | ~ 

15,737.3ha 

209 ロ
- I 

4,000 t---: 

J - コ 樹化区i石i化調整区域等0% 全市域
市街化区域

0. 
全市填

及び
市街化詞塁区域等

図3-1 全市域・市街化区域・市街化鯛翌区域の緑被面積及び緑被率

（左：緑被面積、右 ：緑被率）
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表 3-2 緑被面積総括表（令和 4年）

全市域 市街化区城 市街化調整区城等廉往I

区分 敷地面積緑被面積 緑被率 構成比 敷地面積 禄被面積 緑被率 構成比 敷地面積緑被面積 緑被串 構成比
(ha) (ha) （％） （％） (hり） (ha) (%) (%) (ha) (ha) （％） （％） 

山林 1 1, 3 1 2. 8 11.312.8 100.0 59.6 241 2 241.2 100.0 7. 4 11,071.6 11,071.6 100.0 70.4 
森林

小計 11,312.8 11,312.8 lOO.O 59.6 2り1.2 241.2 !Op.O 7. ii I 1.071.B 11,071.tl 100.0 70.4 

田 1,452.2. l,452.2 100.0 7.6 119.'l 119.』1 100.0 3.7 1,332 8 1, 3 32.'8 100.0 R.5 

畑 085.6 985.6 100.0 5.2 117A 117.4 100.0 3.6 868 2 868 2 100.0 55 
農地

股林漁業施設用地 78.5 31.5 ,,o 2 0.2 8.1 2.1 26.1 0. l 70.11 2 9. II 41.8 0,2 

小計 2,516.2 2-,46~.J 98.1 13.0 244.9 238.!) 97.6 7. •I 2,271.3 2, 2 :IO. 4 98. 2 14.2 

水面 95 1.? 951.7 !00.0 5.0 535.7 535.7 100.0 16.5 、116.0 •116.0 100.0 2.6 
河川・

河川敷•海浜 ・謹尿 161.3 161.3 100.0 0.8 14.U 14.0 100.0 0. 4 147.3 147.3 lOO.O 0. 9 
水面等

小計 I, 11!!.!l 1,112.9 100、0 5.9 649,7 5-19.7 100.0 1 6. 0 503.2 563.2 1 00. 0 3. 6 

公共空地 1.716:,1 1,716.•I 100.0 9.0 802.0 802.0 100.0 24.7 9 1 4．ヽI り14. 4 100.0 5.8 
公園・

ゴルフ堤 l 74.2 174.2 
緑地等

100、0 0.9 3.1 3 I 100.0 0.1 171.l 171.1 100.0 I. I 

りヽ計 l,8'l0.6 1,890.. 6 lQO.O 10 0 805.1 805.1 LOO9 24.$ 1,085.5 1,08!).5 100.0 6.9 
>・ 

追路
道路用地 3,680.7 1 20. 4 3 3 06 2,971.6 100.9 3.4 0.0 709.l 1 9.. 5 2.7 00 

小計 3． ,680.7 120.4 3.3 0.(1 2,!l71.1l 100.D 3A 3.1 709.I l!l．!i 2.7 O.J 

公共 公共施殷用地 2, 059. 6 504.4 24. 5 2、7 l.604 9 308 6 19 2 0 I 454 6 1 95 8 4 3 1 00 
公益

施設 小計 2,059.6 5 04、,1 2 4 ; 5‘ 2.7 1,604,9 308.6 19.'2 9.6 』154.6 1, 9 6,8 43, 1 l.2 

住宅地
住宅用地 7,248.5 1,125.1 15.5 5.9 6,636 5 8 8B. 4 13.'I 0.3 612.0 236 6 38.7 0.0 

小計 7,2•1R.5 1,12~.I 15.5 5,9 6,1¥(¥6,5 888. 4 13.,t ?.7,•I 612.0 236.6 38.7 l ;5 

商業・商業用地 1,6116.6 112.7 6.8 0.6 1,463.D 57.8 3.9 0.0 182.7 54.9 30.1 0.0 

業務地 小計 l,!l•l6.tl 112.7 6.8 0.6 1, 4 63會9 5?．8 3. 9 l.ll 182.7 5 II. 9 30.I 0,3 

工業・工業用地 851.8 74.6 8,7 0. 4 663.7 25.3 3.8 0.0 188.1 •19.2 26.2 0.0 

運輸 通柚施耽用地逆9に 654.6 107.5 l (i．4 O.G 276.'I 9. 2 3.3 0.0 378.2 98.3 26.0 0.0 

施設 小計 1,50-6．．I 182.0 12.1 l.O 940.1 34,6 3.7 I.I 5§6,3 I 47,5 26.l 0.9 

雑稲地 172.6 163.9 89.2 0.8 27.1 21.6 70.7 0.0 145.5 132.3 90 9 0.0 

束利用宅地
965.6 u.o o.u o.o 763.4 o.o o.o o.o 202.2 0.0 00 0.0 

その他 •その他0)空地

軌道敷 132.5 0.0 0.0 0.0 123,6 0.0 b,0 Q.O 8.9 0,0 0、0 0.0 

小計 1,270.7 163,9 J 2. I O,B 9 14. l 21.0. 2.4 0.7 35.(l．6 132.3 37.l 0.8 

合計 3~.2·15.0 18,gR-1,2 55.、1 100.0 16,372.0 3,246.8 19.8 100.0 i'/,873.U 16,737.3 88.1 100.0 

※注1)市街化調服区城等は、市街化調整区城及び都市計画区域外である小呂島、―玄界島の区域を蒼む。

※注2)運輸施設用地は、平成19年調査までは公共公益施設に分類していたが、空沌や港湾施設だけでなく、

運輸用灯庫を多く含むため、平成29年調査より工業 ・遮輸施設へ区分を変更した。

※注3)緑被面和の集計にあたり、令和4年都市計画基礎調査結果の土地利用区分の補正を行った。詳細は、

資料網「2．土地利用区分別緑被面梢節出方法の補足」を参照のこと。

※注4)全市域の敷地面籾は、都市計画区城の面精 (34,082ha) に都市計画区域外 （玄界品 ・小呂島）の面

籾 (!63hR) を加探した面租である。

※注5)表中の数値は、四捨五入の関係上、合計が合わない場合がある．
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